
株主メモ

株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主さまは、
中央三井信託銀行株式会社（フリーダイヤル：0120-78-2031）に
お申出ください。

住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について

株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

未払配当金の支払について

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株主名簿管理人

郵 便 物 送 付 先

　（電話照会先）

公 告 の 方 法

1単元の株式数
証 券 コ ー ド

1月1日から12月31日まで
毎年３月下旬
定時株主総会・期末配当　毎年１２月３１日
中間配当　　　　　　　 毎年６月３０日
中央三井信託銀行株式会社
〒105-8574 東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話　0120-78-2031（フリーダイヤル）
取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各支店ならびに
日本証券代行株式会社の本店および全国各支店で行っております。
電子公告により公告します。（http://www.shizuokagas.co.jp/）
※ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

500株
9543

コーポレートサービス部 広報・ＩＲ担当 
「株主の皆さまへ」に関するお問い合わせ

054-284-7986電　話

コーポレートサービス部 総務担当
その他のお問い合わせ 

054-284-4153電　話

静岡ガス株式会社
〒422-8688　静岡市駿河区八幡一丁目5番38号
TEL.054-284-4141（代表）
http://www.shizuokagas.co.jp/

2008年1月1日から12月31日まで

Our Value 　
 業績の回復に向けて

Business Partner Solutions 
お客さまと共に、明日を考える

Lifestyle Solutions 
快適な暮らしを提案します

株主の皆さまへ
第161期 報告書



C o n t e n t s

ビジネスパートナー・ソリューション

天然ガスで削減したCO２に経済価値

OUR VALUE ̶ 業績の回復に向けて

ライフスタイル・ソリューション

家庭用燃料電池「エネファーム」
いよいよ発売へ
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心と体に栄養を
ガスで楽しくクッキング
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Our Value

代表取締役社長 岩崎 清悟

01

2008年は、原油価格が7月に最高値を記録する一方、

秋以降は米国のサブプライム問題に端を発する金融不

安が世界に拡がり、大恐慌以来といわれる深刻な情勢

に陥りました。日本経済も、株安、円高、消費低迷などで

景気後退が鮮明となり、底打ち感が持てないまま年が明

けました。

当社にとっても厳しい1年となりましたが、回復に向け

て取り組みを開始しています。

̶ 業績の回復に向けて

連結ガス販売量は前年比6.5％増と堅調な伸びを持続した

ものの、原油価格高騰の余波でLNG（液化天然ガス）価格が

上昇したことに加え、高値が続くスポット市場からの追加調達

や長期契約価格の上方修正などにより原料費が予想を遥か

に超える増加となり、2008年業績は大幅な損失計上となりまし

た。原料価格の変動は、約半年遅れのタイムラグでお客さまの

ガス料金に反映されますが、昨年の急激かつ大幅な原料価

格の上昇によりタイムラグの影響が非常に大きくなり、収支が悪

化しました。

現行の原料費調整制度は、四半期ごとの原料価格の変動

を約半年後のガス料金に反映させる仕組みとなっています。

例えば、昨年の第４四半期（10月～12月）の原料価格は、本年

の第２四半期（4月～6月）のガス料金に反映されます。この期

間のずれを「タイムラグ」と言っています。また、原料のLNG価

格は、原油価格と連動しています。こちらは、約３カ月遅れで原

油価格を反映します。原油の輸入価格は昨年８月にピークを

付けましたが、LNG輸入価格は11月がピークとなりました。この

ように、昨年は下期にLNG価格が大きく上昇したため、タイムラ

グによる影響も大きなものとなりました。

厳しい結果となった2008年12月期業績に
ついてお聞きします。Q1 原料価格とタイムラグの影響について、

もう少し詳しく教えてください。Q2



0302

景気後退の影響を受け、今期のガス販売量は前期比１０%

強の減少を想定しています。当社は、ガス販売量に占める産業

用の割合が多いため、お客さまの工場の稼動状況を常に注視

していますが、足元はたいへん厳しい見通しにあります。一方、

原料価格が落ち着いた状況が続けば、タイムラグに相当する

分が今期に回収できるため、収益は大きく回復すると想定して

います。本年２月に発表した2009年連結業績予想では、売上

高は１千９億円、営業利益は９８億８千万円、当期純利益は４６

億５千万円と想定しています。

業務用や工業用では、より付加価値の高い市場に目を向け

て営業を強化していきます。年が明けてLNG価格も低下して

おり、業種別にきめ細かくニーズを掘り起こして、お客さまにとっ

て経済性とCO2削減の両面からメリットになる提案を行うこと

で、ガスの需要を拡大したいと思っています。

家庭用では、新築戸建に占めるオール電化住宅の比率が

増えています。これに対抗するため、2年前から営業体制を再

構築し、営業力強化を図るとともに、体感型ショールームの設置

や「ふれあい巡回」によるお客さま訪問などを展開してきまし

た。これらにより、ガスの良さをお客さまに再認識いただくように

なってきた大きな手応えを感じています。

ライフスタイルは常に変化します。より快適で便利な暮らしを

営むうえで、ガスが果たす役割はますます大きくなると思ってい

ます。2年の実績をもとに、今年から「ガスの復権」をテーマに戦

略を本格展開していきたいと思います。

その象徴が、本年中に発売を予定している家庭用燃料電

池「エネファーム」です。まだまだ高価ですが、普及促進に向け

た販売体制やメンテナンス体制を整備し、低炭素社会の家庭

用エネルギーを担う本命商品に育てたいと思っています。（7ペ

ージご参照）

天然ガス需要を支える原料の安定調達とインフラの整備に

取り組んでいきます。

調達面では、現在マレーシア、オーストラリアからの長期輸入

契約を結んでいますが、アジア向け新規ＬＮＧプロジェクトが立

ち上がるまでの当面は、他社との相互協力や短期契約などを

含めた柔軟な調達体制が必要と考えています。インフラ整備

では、本年末の清水エル・エヌ・ジー袖師基地第3号LNGタンク

の完成をもって、LNG100万トン体制に向けた一連の基幹イン

フラが整います。2010年には、初の県外への供給となる

INPEX（国際石油開発帝石）へのガス送出を開始します。さ

らに、2013年には中部ガスをはじめとする県西部地域への供

給も予定しており、本年から中部ガスとの共同による静浜幹線

の建設を始めます。

原油価格は、マネー経済の収縮もあって昨年後半に大きく

下落し、これに伴いLNG価格も下方に向っています。しかし、中

長期でみれば、世界のエネルギー需要は新興国の台頭によっ

て拡大を続け、景気回復と共に価格も再び上昇に転じると思

います。「エネルギー大変動期」にあるという認識に変わりはあ

りません。

地球温暖化への対応も重要です。米国のオバマ新大統領

がグリーンニューディール政策を打ち出していますが、世界全

体で低炭素社会の構築が求められる中、先進国にはこれをリ

ードする役割が求められています。

こうした「エネルギー制約」「環境制約」をどう克服し、いかに

して成長を持続するかが、世界の主要なテーマになると思って

います。天然ガスは、石油や石炭に比べてCO2の排出量が格

段に少ないのですが、といっても一定の量は出ます。これをソフ

ト面の工夫も交えて「最も効率的に」「より安定し経済的に」「よ

り多くのお客さまに」享受いただくための挑戦と努力を続けて

いきたいと考えています。

これこそ、エネルギー供給者として、事業活動を通じて社会

に貢献できるテーマです。

すでに、産業界では、「京都議定書」の目標達成に向けて

CO2削減に取り組んでいますが、重油から天然ガスへの燃料

転換、さらにガスコージェネレーション（電力と熱を供給する）シ

ステムなどの高効率利用により、高い削減実績を上げていま

す。今後に予定される削減目標の引き上げに向けて、利用技

術のさらなる高度化を追求していきます。

また、中小工場やホテル、病院などの民生用においても、産業

用で得た技術やノウハウを活かしてCO2削減を提案していきま

すし、家庭用についても、太陽光と燃料電池との組み合わせな

ど、新エネルギーの活用について積極的に取り組んでいきます。

昨年は大幅な損失計上となったことから、年間配当は２円減

配の６円とさせていただきました。株主の皆さまのご期待にお

応えできなかったことを、大変申し訳なく思っています。今期は、

厳しい環境下にありますが、是が非でも収益の回復を果たし

て、８円の年間配当を行いたいと考えています。

株主の皆さまには、当社の取り組みをご理解いただき、引き

続きご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

今期の見通しはどうでしょうか。Q3

中期的な取り組みについて紹介してください。Q6
2009年の取り組みを伺います。Q4

家庭用では、いかがですか。Q5

今後の経営環境をどのようにとらえていますか。Q7

低炭素社会への対応についてはいかがでしょう。Q8

最後に、株主の皆さまへのメッセージを
お伺いします。Q9
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低炭素社会の実現に向けた新たなビジネスモデル

天然ガスで削減したCO２に経済価値
「国内クレジット制度」の活用
当社は、山梨缶詰㈱様（静岡市）の重油

ボイラーの天然ガス化によるCO2削減とい

う事業計画を、2008年11月、「国内クレジッ

ト制度」の対象として経済産業省に申請し

ました。

「国内クレジット制度」とは、中小企業の

CO2削減を目的に、大企業（日本経団連の

自主行動計画に参加している企業）が、中

小企業に資金や技術を提供し、余ったCO2

排出枠を排出権（クレジット）として取得でき

る制度です。

今回の事業計画は、山梨缶詰㈱様の重

油ボイラー2基を都市ガス（天然ガス）ボイ

ラーに転換、これにより年間457トンのCO2を

削減するというものです。この削減分を、

静岡ガスが「国内クレジット」として山梨缶

詰㈱様から購入し、自主行動計画に使う

ことにしています。

お客さまとＷＩＮ－ＷＩＮの関係を構築
当社は、天然ガスの普及拡大を通して、

地域のCO2削減に取り組んでいますが、天

然ガスといえども、使用すればCO2は発生

します。中小企業が、そのCO2のさらなる削

減を、独自で実現するのは難しいのが現実

です。そこで当社では、技術や人的資源を

提供し、工場全体のエネルギー管理を行う

など、効率的なエネルギー利用の提案を

行っています。

そのような中、「国内クレジット制度」が誕

生し、削減したCO2に経済的な価値を持た

せ、流通できるようになりました。中小企業

は、CO2の削減が図れる上に、削減した

CO2を、クレジットとして販売することができ

ます。

支援する立場の当社も、CO2削減を通し

て地域に貢献することができ、さらに、中小

企業から発生するクレジットをとりまとめ、国

内排出量取引に利用することもできます。

始まったばかりの制度ですが、ノウハウを蓄

積し、新たな循環型ビジネスとして活かせ

るよう、積極的に活用していきます。

当社は、以前から環境への関心が高く、CO2
削減という観点から、重油ボイラーの更新期
にあたり、静岡ガスの提案を採用して天然ガ
ス転換を決定しました。さらに、国内クレジット
制度により、削減したCO2に経済的な価値が
つくことも魅力です。クレジットの対価は、さら
なる省エネや環境対策に利用していきたいと
考えています。

当社は 以前から環境 の関心が高く CO

クレジットの対価はさらなる
省エネに活かしたい
山梨缶詰（株） 山梨裕一郎社長

B U S I N E S S  PA R T N E R  S O L U T I O N S

お客さまと共に、
明日を考える

＜国内クレジット認証制度＞

＜山梨缶詰（株）様とのＣＯ2排出削減事業計画スキーム図＞

事業の妥当性を審査

山梨
缶詰

静岡
ガス

第三者審査機関
（監査法人等）

国内クレジット
認証委員会
（政府内）

静岡ガスが技術提供
（省エネ診断など）

静岡ガスがクレジットを
買い取る

経団連自主行動計画

クレジット

燃料転換
（更新）

重油ボイラー 天然ガスボイラー

①天然ガスへの燃料転換・ボイラー効率５％以上向上

②ＣＯ2削減量 457トン／年（1，304トン→847トン）

③クレジットの発生＜削減したＣＯ2が経済的価値を持つ＞
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快適な暮らしを
提案します
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夢の技術がご家庭に

家庭用燃料電池「エネファーム」いよいよ発売へ

新築にあたり、経済性の高さと共に子供たち
の将来により良い環境を残すお手伝いがで
きればと思ってＣＯ２オフ住宅に決めました。
生活は快適です
し、エネファーム
や太陽光発電
の発電状況が確
認できるので省
エネ意識もより
高まりました。

電気は、自宅でつくる時代
当社は、2009年中に、家庭用燃料電池

「エネファーム」の販売を開始します。その

高い環境性から、地球温暖化防止の切り

札として注目されてきた燃料電池ですが、

耐久性や価格の面から、これまでは未来の

技術とされてきました。しかし、メーカーや

エネルギー事業者による技術開発や実証

試験によって、実用性が確保され、いよいよ

今年から一般販売されることになりました。

エネファームは、天然ガスなどに含まれる

水素と空気中の酸素を化学反応させて

発電。発電効率は40％近く、熱の利用と合

わせた総合エネルギー効率は80%以上と

高いうえ、CO2の発生が少ないまさにクリーン

なシステムです。発電出力は約１kW、一般

のご家庭のテレビ、洗濯機、冷蔵庫、照明

程度なら十分。発電時に発生する熱で、

給湯や床暖房も賄います。まさに、自宅が

「発電所」に変身します。

エネファームの普及に向けて
低炭素社会の実現に向け、これまで以

上にCO2削減が求められている中、新技術

によってエネルギーの需給構造を変革する

時代になってきました。まさにエネファームは

これに応えるものです。当社もエネファーム

を普及させるために、販売体制、メンテナン

ス体制、料金体系の構築、太陽光発電との

組み合わせなど、そのメリットをさまざまな形

で引き出すための提案も充実させていき

ます。

2008年度は、積水ハウスが進める「CO2

オフ住宅」の普及にも協力しており、静岡地

区で６台の燃料電池を設置しました。今後

も、独自のビジネスモデルの構築を進めなが

ら、エネファームの普及に努めていきます。

※CO２オフ住宅…高断熱・気密仕様の建物に省エネ機器を
導入してCO2排出を抑え、太陽光発電と燃料電池による「創エ
ネルギー」と合わせて、CO2量を差し引きゼロにするエコ住宅。

エネファームを活用
積水ハウス（株）温暖化防止研究所

石田建一所長

より良い環境を残すために
ＣＯ２オフ住宅に決めました

静岡市葵区　S様

エ ネ フ ァ ー ム

「エネルギー」と「ファーム（農場）」の造語。家庭用燃料
電池の愛称として、メーカー、エネルギー事業者で統一名
称を決めました。水と大地で農作物をつくるように、自分の
エネルギーを自分でつくり、“採れたて”のエネルギーを使っ
た暮らしを実現します。

エネファーム

「快適な暮らしをしながら、ＣＯ２を削減する」
というのが、ＣＯ２オフ住宅のコンセプト。当社
では、２０５０年までに当社が建てるすべての
戸建住宅をＣＯ２排出量ゼロの家にしたいと
考えています。我慢してＣＯ２を削減するので
はなく、「普通」の家で「快適」に暮らしなが
ら削減できることが重要。その実現のために、
日本が世界に誇る燃料電池の技術を活かし
ていきたいと思います。

＜ＣＯ２オフ住宅＞第13回「新エネ大賞」で
「新エネ財団会長賞」を受賞（写真提供/積水ハウス）
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ガス管で遊ぶ日本平動物園の人気者ロッシー（ホッキョクグマ）に誕生日プレゼントロッシー（ホッキョクグマ）に誕生日プレゼント

次世代に託すエネルギーと地球の未来広がるエネルギー・環境の出張授業広がるエネルギー・環境の出張授業

2010年の稼動に向け工事は順調に進捗第３号ＬＮＧタンク建設工事、屋根上げ作業が完了第３号ＬＮＧタンク建設工事、屋根上げ作業が完了

当社では、2010年の稼動に向けて、清水エル・エヌ・ジー袖師

基地（以下袖師基地）に、第3号ＬＮＧタンクを建設しています。

その工程の一つである、「屋根上げ作業」が、1月16日に行

われ、タンクの底部で組み立てられた屋根が、その姿を地上に

現しました。屋根の大きさは、直径約７２ｍ、重さ約６９０トン。こ

れを「エアレイジング」と呼ばれる、空気の圧力を利用した工法

で浮き上がらせました。

1月16日午前8時15分、空気を送り込む送風機が稼動。8時

45分、屋根がゆっくりと浮上を開始しました。上昇する速さは、

毎分約20ｃｍ。約4時間かけて、約37ｍ浮上させます。12時

30分、屋根が所定の位置まで浮上。それから屋根を固定さ

せるための仮の溶接作業を行い、屋根上げ作業は無事完

了しました。

当社では、2006年4月、第３号ＬＮＧタンクを中心とする袖師

基地第三期増設工事に着手しました。袖師基地からは、当社

のお客さまはもとより、静岡県内ガス事業者７社へのガス供給も

行なっています。さらに、2010年からはINPEX（国際石油開発

帝石）、2013年からは中部ガスへの卸供給も予定し、袖師基

地は、県内外の天然ガス需要を支える存在となっています。

この増設工事の完成により、ＬＮＧ貯蔵能力は従来の約2

倍、送出能力は約3倍となり、今後の需要増加も含め、都市ガ

スをより安定的に供給するための基盤が整うことになります。

次世代を担う若者や子供たちに、当社では、エネルギーや環

境問題への関心を高め、正しい理解を深めてもらうことを目的

に、出張授業を行っています。対象は、小学生から大学生、そ

して教育する立場にある保護者や学校の先生まで、幅広く行

っています。

授業では、講義や実験を通して、エネルギー、特に天然ガス

の環境性や将来性、燃料電池の仕組みや今後などについて

楽しみながら知識を身に付けていただいています。

こうした出張授業が、年々広がりをみせています。

当初は、年間数回だったものが、現在では、３０回を数えるよ

うになりました。主な要因は、エネルギーや環境に対する世の中

の意識の高まりと同時に、その授業の特色にあります。事前に

依頼があった相手と打ち合わせを行い、先方の意向にあった

授業を行うことがご好評をいただいています。

今後も、より良い環境を次世代に残すための一助となるべ

く、出張授業を実施していきます。

日本平動物園（静岡市）の人気者、ホッキョクグマのロッシー

に、誕生日のお祝いとしてガス管をプレゼントしました。

ロッシーがロシアのレニングラード動物園から日本平動物園

にやってきたのは、2008年7月。そのロッシーが、同年11月27日に

1歳の誕生日を迎え、11月29日に誕生会が行われました。当日

は、多くの人が集まる中、好物の果物や魚と共に、当社からホッ

キョクグマの遊び道具として知られるようになったポリエチレン

製のガス管をプレゼント。

水に浮かんだガス管に飛びついたり、ガス管に頭を通したロ

ッシーはとても愛らしく、訪れた人を喜ばせています。

屋根が浮上した第3号ＬＮＧタンク

ガス管で遊ぶロッシー

授業風景

② 10：00① 9：00

④ 12：00③ 11：00



連結財務諸表（要旨）
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7

8
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連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

前期当期
（2008年12月31日現在） （2007年12月31日現在）

前期当期
（2008年12月31日現在）（2007年12月31日現在）

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書
当期 前期

2007年1月1日から
2007年12月31日まで

当期 前期

資産の部 負債の部

純資産の部

売上高
　　売上原価
売上総利益
　　供給販売費及び一般管理費
営業損益
　　営業外収益
　　営業外費用
経常損益
　　特別利益
　　特別損失
税金等調整前当期純損益
　　法人税、住民税及び事業税
　　法人税等調整額
　　少数株主利益
当期純損益

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減（△）額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

7,302

△ 13,808

5,288

△ 1,217

1,916

698

11,680

△ 14,023

△ 3,762

△ 6,104

8,021

1,916

（　　　　　  ）（　　　　　 ） （　　　　　  ）（　　　　　 ）

10

1

2
3

有形固定資産

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（単位：百万円）

77,591 79,258

1
既存設備の償却が進む一方で、
「第３号ＬＮＧタンク（2009年末
完成予定）など、今後の天然ガ
ス拡販に向けた設備投資を行
いました。

point

現金及び預金

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（単位：百万円）

1,972

725

2
財務運用を見直し、手元資金を
有効活用したことにより減少し
ました。

point

負債合計

（単位：百万円）

3point

売上高

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000
（単位：百万円）

4
前年に開拓した需要家の通年
稼動や、原料費調整制度による
販売単価の上方調整などにより
増収となりました。

point

売上原価

（単位：百万円）

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

0

5
原料価格の予想を超えた上昇
により大幅に増加しました。

point

営業活動によるキャッシュ・フロー

（単位：百万円）

6
原料価格の高騰などにより大幅
に減少しました。

point

投資活動によるキャッシュ・フロー

（単位：百万円）

7
今後の天然ガス拡販に向けた
設備投資を行う一方で、貸付
金が減少しました。

point

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　たな卸資産
　　その他
繰延資産

資産合計

93,815
77,591
2,052
14,172
18,280
1,972
8,025
4,816
3,465
227

112,324

95,234
79,258
3,231
12,744
19,629
725
9,224
7,418
2,260
93

114,958

固定負債
流動負債
引当金

負債合計

株主資本
評価・換算差額等
少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

39,580
30,563
114

70,259

36,519
2,579
5,599

44,698

114,958

38,524
23,520
181

62,227

40,063
4,596
5,437

50,096

112,324

財務活動によるキャッシュ・フロー

（単位：百万円）

8
既存の借入金返済が進む一方
で、設備資金や運転資金など
の借入れを行いました。

point

2008年1月1日から
2008年12月31日まで

92,708
65,129
27,578
23,110
4,467
543
882
4,128
320
143
4,304
1,698
△ 88
584
2,109

112,496
92,282
20,214
23,957
△ 3,743

453
937

△ 4,227
111
153

△ 4,269
838

△ 2,274
175

△ 3,008

2008年1月1日から
2008年12月31日まで

2007年1月1日から
2007年12月31日まで

△ 13,808

5,288

当期前期
0

当期前期
0

当期前期
0

112,496
92,708

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

当期前期
0

70,259
62,227

当期前期

△2,000

2,000

4,000

6,000

△4,000

566

△3,762

△12,000

△9,000

△6,000

△3,000

0

△15,000

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0
当期前期

65,129

92,282

当期前期

11,680

7,302

当期前期

△14,023

0

新たな設備資金の調達により
長期借入金が増加し、また原料
価格高騰などに伴い短期借入
金と買掛金が増加しました。
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　ガス販売量は、前期比6.5％増の1,052百万ｍ3となりました。用途別では、家庭
用は、年間を通して前期に比べ気温が低めに推移したものの、１戸当たりの販売量
が減少したことなどにより、前期比0.4％減の99百万ｍ3となりました。業務用（商業
用・公用および医療用）は、他燃料転換営業の推進による新規需要開拓などによ
り、前期比3.4％増の77百万ｍ3となりました。工業用は、足元の原料調達環境から
当期の新規大口需要開拓は抑制したものの、前期に新規開拓した大口需要家が
通年で稼動したことなどにより、前期比6.2％増の705百万ｍ3となりました。卸供給
は、卸供給先での需要増加により、前期比14.2％増の169百万ｍ3となりました。
　ガス売上高は、ガス販売量の増加や原料費調整制度による販売単価の上方調
整などにより、前期比23.6％増の92,108百万円となりました。
　費用面では、原料価格の上昇により売上原価が大幅に増加した一方で、原料費
調整制度のタイムラグなどにより、営業損益は1,317百万円の損失となりました。

セグメント情報

■事業別売上高構成比■ガス販売量（単位：百万ｍ3）

 （注）単位未満を切り捨てて表示しております。
　　 ガス販売量は、標準熱量を１ｍ3当たり45ＭＪ（メガジュール）換算で表示しております。

都市ガスの製造・供給・販売、ＬＮＧの販売

ガス
ＬＰＧ販売、オンサイト・エネルギーサービス

LPG・その他エネルギー

　ガス機器販売部門では、「エネリア」とともに進めるエリア営業体制の推進に
より増収となりましたが、設備工事部門では大型工事があった前期に比べ減収
となったことから、売上高は前期比
14.4％減の14,815百万円となりま
した。また、エリア営業体制強化のた
めの諸費用などが増加したことから、
営業損益は279百万円の損失と
なりました。

ガス工事の施工、ガス機器の販売、不動産の賃貸、
住宅設備機器の販売・施工、車両・事務機器等のリース

その他

ガス 81.5%

LPG・
その他
エネルギー 
11.4%

その他 7.1%

■事業別売上高構成比

■事業別売上高構成比

（注）各セグメント別の業績数値には、セグメント間の内部取引を含んでおります。
　　事業別売上高構成比は、外部顧客に対する売上高に基づいております。

ガス 81.5%

LPG・
その他
エネルギー 
11.4%

その他 7.1%

卸供給家庭用 工業用業務用

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2005年 2006年 2007年 2008年
101
73

382

621
63

103
74

493

761
90

100

664

987
148

74
99

705

1,052
169

77

ガス 81.5%

LPG・
その他
エネルギー 
11.4%

その他 7.1%　ＬＰＧ販売は、お客さま数が順調に
増加し、また原料価格上昇に合わせ
た販売価格の調整も進んだことか
ら、売上高は前期比15.3％増の
13,383百万円、営業利益は265.1％
増の640百万円となりました。



当社の株式を保有している理由を
お伺いします。 （複数回答）

当社株式について
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photo by Miura

心と体に栄養を
ガスで楽しくクッキング
　心身ともに豊かで健康的な生活を送るためには、バランスの取れた食生活はと
ても大切です。当社では、親子料理教室などを開催し、ガスの炎を通して、食の大切
さや料理の楽しさを学んでいただく食育活動に取り組んでいます。
　このコーナーでは、当社が協賛する食育と運動を融合させたプログラム「食育ア
ドベンチャー」を主催する、㈱しょくスポーツ代表取締役、こばたてるみ先生による、
おいしくて体のことを考えたレシピをご紹介します。

元気の源は朝食にあり。
朝食をしっかり食べて新年度をスタートしよう！

進学や就職など、4月から新しい生活を始める方も多く

いらっしゃると思います。朝からしっかりと頭や体を活

動させるためには、朝食をとることがとても大切です。

今回ご紹介したような、栄養バランスのとれた朝食を

毎日食べて、元気に新年度をスタートさせましょう。

株式会社しょくスポーツ 管理栄養士、健康運動指導士
国立健康・栄養研究所非常勤職員、静岡県立大学非常勤助手、フリーでの活動を
経て、2005年「しょくスポーツ」を設立（2008年法人化）。Ｊリーガー、オリンピック選
手から、一般の子供やシニアまで幅広い層への食事のアドバイスを行う。食育に関す
る講演、商品開発、指導者の育成など幅広い活動を行っている。
（主な受賞）
・2003年静岡県ニュービジネス大賞 
・2006年静岡県男女共同参画社会づくりに関する知事褒賞　チャレンジの部受賞 
・日経WOMAN 「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2009」 キャリアクリエイト部門6位

こばたてるみ

●鶏とザーサイ粥  ●キャベツ即席漬け  ●フルーツMENU

ごはん 400ｇ
鶏胸肉 1枚（200g）
塩 少々
こしょう 少々
ごま油 小さじ1
しょうが汁 小さじ2
ザーサイ 40g
香菜 4本
白ゴマ 少々
　　だし汁 5カップ
　　薄口しょうゆ 小さじ1と2/3
　　酒 大さじ2
　　塩 少々

春キャベツ 120g
にんじん 20g
塩 小さじ2/3

いちご 8個
キウイフルーツ 1個

材料（4人分） 作り方

A

①ご飯はザルに入れ、流水でしっかり洗う。

②鶏胸肉は皮目にフォークで穴を開け塩・こしょうをふる。

③フライパンにごま油を熱し、②を皮目から焼き、中まで火が
通ったら取り出し、そぎ切りにしておく。

④香菜は３ｃｍ長さに切り、ザーサイ細かく刻んでおく。

⑤Ａを煮立て、ご飯を入れ6分ほど加熱する。火を消す直前に
しょうが汁を加え、さっと混ぜ合わせる。

⑥器に⑤を盛り、③の鶏肉、④の香菜とザーサイを盛り付け、
最後に白ゴマをふる。

※香菜が苦手な方は、水菜でもよい

①キャベツは1cm幅に、にんじんは細切りにする。
②①と塩を混ぜ軽く揉み、冷蔵庫に20～30分程度入れる。
③軽く水気を絞り、器に盛る。

①キウイフルーツは皮をむき、くし型に、8等分に切る。
②いちごは洗い、①とともに器に盛る。

こばたてる
みの

食育レシピ

アンケート結果のご報告
第161期中間報告書で実施させていただきましたアンケートにご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
当社では、株主の皆さまからのご意見やご感想を参考に、より良い誌面づくりに活かしてまいります。

（株）しょくスポーツ ホームページ　http://www.shoku-sports.jp/

今回の報告書の中で関心を
持たれた内容はどれでしょうか？ （複数回答）

今後、掲載を希望される情報を
お聞かせ下さい。 （複数回答）

Our Value
（社長インタビュー）

Business Partner Solutions
（業務用取り組み）

Lifestyle Solutions
（家庭用取り組み）

トピックス

財務情報

アンケート結果のご報告

ご回答者のプロフィール
※無回答を除く

男性
79.6%

女性
20.4%

70代以上
42.7%

60代
37.7%

30代以下
5.8%

40代
8.0%

50代
5.8%

60.9％

28.5％

22.5％

23.2％

17.2％

38.4％

経営戦略

事業内容・業績

安全対策・地震対策

環境問題への取り組み

社会への貢献

新商品紹介

暮らしの提案
（ガスの上手な使い方・料理レシピなど）

58.9％

43.7％

30.5％

23.2％

28.5％

16.6％

13.2％

成長性

安定性

収益性

配　当

37.7％

61.6％

17.9％

31.1％

中間報告書について

Q

Q

Q
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株式の状況（2008年12月31日現在） 会社概要（2008年12月31日現在）

発行可能株式総数　　240,000,000株
発行済株式の総数　　76,192,950株
株　　主　　数　　2,925名

●大株主（上位１０名）
　　　　　　　　 株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
第一生命保険相互会社 4,687 6.15
東京瓦斯株式会社 4,000 5.24
鈴与商事株式会社 3,491 4.58
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,450 4.52
三菱商事株式会社 3,203 4.20
東京電力株式会社 3,000 3.93
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４Ｇ） 2,922 3.83
みずほ信託退職給付信託みずほコーポレート銀行口 2,820 3.70再信託受託者資産管理サービス信託
株式会社静岡銀行 2,682 3.52
鈴与株式会社 2,543 3.33

●株価および出来高の推移

●所有者別株式分布状況

個人・その他

金融機関

その他国内法人

外国人

証券会社
0.5％

16.6％

34.1％37.4％

11.4％

会　社　名 静岡瓦斯株式会社
設　　　立 1910年（明治43年）4月16日
資　本　金 6,279百万円
従 業 員 数 単体：631名　　連結：1,130名

●事業所
本　　　社 静岡市駿河区八幡1-5-38
静 岡 支 社 静岡市駿河区池田28
富 士 支 社 富士市荒田島町10-52
東 部 支 社 沼津市岡一色809

●取締役および監査役 （2009年3月26日現在）
取締役会長 大石 司朗
代表取締役社長 岩崎 清悟
代表取締役 森田 和人
取　締　役 佐塚 一仁 宮坂 広志
 杉山 寛 戸野谷 宏
社外取締役 松浦 康男 兼坂 光則
常勤監査役 羽間 昭夫
社外監査役 野末 寿一 稲葉 孝宏
 金井 義邦

●執行役員 （2009年3月26日現在）
取締役社長 岩崎 清悟
専務執行役員 森田 和人
常務執行役員 佐塚 一仁 宮坂 広志
 杉山 寛 戸野谷 宏
 前野 克己 遠藤 正和
執 行 役 員 伊久美 豊 上田 直弘
 松永 多佳夫

ＩＲ情報配信サービスのご案内

当社では、決算やガス販売量などのニュースリリースを
Ｅメールにより無料でご案内するＩＲ情報配信サービス
を行っています。
お申込は、当社ホームページ（下記参照）にアクセス
した後で、画面左下の「ＩＲメール配信登録」
をクリックして専用ページより
ご登録下さい。

●静岡ガスホームページ
http://www.shizuokagas.co.jp
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